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はじめに

発掘調査で検出した遺構や遺物の数は，年々増加の一途をたどり，遺構や遺物に関する

情報を整理し，遺跡の全体像を把握することは大変な作業となってきた。個人での情報処

理には自ら限界があり，また担当者の異動等により，情報をーから蓄積しなおすといった

事態がよく見うけられる。また，発掘区の大きさや場所が限定される市街地などにおける

調査では，細分化され，しかも多年度にわたる調査の結果から，遺跡の全体像を把握する

ことは時間的にも作業量的にも大変なものとなってきている。

こうした事態に対処するため，遺構や遺物のデータベースの構築が進められ，↑育報の検

索などに効果を上げている。考古学の分野でも暦史研究支援のためのデータベース・シス

テムの開発が試みられ，土偶のデータベースや，遺跡のデータベースなどが作成されてい

る。筆者も光波測距器と携帯用コンビュータを連動させ，位置情報と文字情報を連結し，

丈字情報の検索結果を阿示するシステムを開発し，北白川追分町遺跡などでの運用を通じ

て，応用技術を蓄積してきた。また，民族学の分野では文字情報，映像情報，音響情報な

どを牟体化して検索するマルチメディアの検索システム構築が試みられている。ただ，こ

うした試みは丈字情報や，文字情報と連結した画像情報であり，領域や空間インデックス

をもっ凶形情報は合まれていなしミ。このため，遺跡や遺物などのデータベースの検索結果

を，文字情報や遺跡・遺物分布図として出）Jできても，遺跡の分布図や遺構の配置図の中

から，指定した遺跡や遺構の属性を表示するなど，文字情報と図形情報の聞を双方向に検

索・参照することはできなかった。

本稿の目的は， CAD (Computer Aided Design ）システムを用いた同形情報データベー

スと ω 般的な属性からなる文字情報データベースを組み合せた いわゆる地理情報システ

ムを用いて，暦史的史料の情報化の新しい手法の課題と方向性を模索することにある。そ

のため，ここでは白河の条坊地割をケーススタディとして取り上げ，遺構の形態や位置な

どの図形情報と，遺構の時期や種類などの丈字情報を双方向から検索・表示が可能な，白

河の条坊地割に関する遺構の位置・形態のデータベースを作成し，条坊地割に関連する遺

構の図形情報と文献情報を組み合わせたシステムがどのような付加価値を生むのかを検証
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する。

なお，今回ケーススタディとして取り上げた白河（現京都市左京区古出・｜吋崎一帯）の

地に，平安京と同様に条坊j也割が施されたのは，平安時代末期のことである。この条坊地

割は，白河天皇の法勝寺をはじめとする「六勝寺」の造営にともなって，実施されたもの

である。白河の条坊地割の研究は，福山敏男，杉山信三両氏をはじめとする諸先学らによ

り，おもに文献をもとに始められた。近年は，発掘調査で検出した遺構をもとに条坊地割

に言及した研究報告がふえてきたが，六勝寺近辺など限られた場所のものが多く，条坊地

割全体に論究した研究は少ない。筆者も，おもに六勝寺より北の部分について検討し，地

割の方位，造営尺，範囲などについて考察したが，大路小路の幅員などの詳細については

未解明のままである。

2 図形情報データベース

CAD を導入する以前には，条坊地割の復原作業は，縮尺 1/2500 の都市言｜困図の上で

おこなってきた。しかし，正確さを期するには縮尺 1/2500 の図では小さく，地割の方位，

造営尺，遺構相互の位置関係などの詳細な検討に支障をきたしていた。また，全体像を把

握するために張り合わせると，大きな図となり取りまわしに困難をきたした。そのうえ，

白河一帯で実施した発掘調査は試掘・立合調査まで合めると，数百件におよび，こうした

情報の整理は，都市計I由i図とカードでは限界に達しつつあった。

そこで，汎用の CAD ソフトである Auto CAD を用いて，図形情報のデータベースを

作成した。遺構の位置や形状を， xy 座標系の中で点の軌跡として入力し，ベクトル・

データからなる図形データベースを作成した。ベクトル・データとして入力することによ

り，コンビュータの両面上で拡大，縮小， i出層の重ね合わせなどが可能となった。

詳述すると， CAD に遺構の同形データを入力することにより，

(I) CAD の拡大機能により，遺構と復原案の詳細な位置関係を確かめ，縮小機能によ

り，遺構相互の位置関係や条坊全体を巨視的に検討することができる。遺構は数値デー

タで入力しているため，方位，造営尺の検討を数値で行なうこともできる。

(2) 遺構と違う幽ー層に復原案を描くことにより，遺構図に影響を与えることなく，何度で

も試行錯誤を繰り返しながら復原案を検討することができる。条坊地割の方位や造営尺

を微妙に変化させながら，検証することができる。

逆に，遺構のデータを CAD で取り扱う際の問題としては，
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閃形情報データベース

(1 ）遺構は複雑な曲線からなるものが多く 正確に記録するためには細かく測点する必要

があり，データ入力に要する人的負担が大きい。

(2) データ量が多くなり，拡大，縮小，視点の変更などの表示に対するコンピュータの負

術が大きくなる。

などがあげられる。こうした点をふまえながら，白河の条坊地割の同形情報データベース

を作成した。具体的な手順としては，

(1 ）既刊の調査報告書などから，白河の条坊地割に関連すると思われる，平安時代末期か

ら室町時代にかけての遺構を抽出した。

(2) これらの遺構の座標偵を，国土座標第羽座標系に統 A し，汎用 CAD ソフトのひとつ

である Auto CAD に，ディジタイザを用いて，その平面形や位置を入力した。入）Jは

遺構の種類ごとに画層と輪郭の線種，線の色をかえて入力した（図31 ～ 33 ）。

(3) 背景両像となる現在の街医や字境界，および，区画整理や字の統合が進められていな

い昭和初期の字境界も同様に入力し，必要に応じて表示するようにした（凶32）。

以上のような手JIIRで遺構の図形データベースを作成し，後述する文字情報データベース

との連結に備えた。

3 丈字情報データベース

文化財を扱うデータベースには，丈化h二と奈良国立文化財研究所が構築を進める『全国

文化財データベース』がある。このデータベースは，遺跡や建造物群を対象とする「不動

産丈化財データベース」と，美術工芸品などを対象とする「動産丈化財データベース」と

からなる。「不動産文化財データベース」については共通項目群が設定され，共通項目，

項目番号，丈字数，文字種などや，時代区分など各項目のコードが呈示され，データベー

スの核として定義されている。本稿の主題はデータベースの項目やコードの定義ではな

く，また，構築を試みるデータベースの主たる対象は遺構であり，こうした共通項目群を

共有する部分は少ない。そこで各項目群やそのコードなどを尊重し共有できる部分は共

有しながら，遺構のデータベースの構築を試みた。

遺構の丈字情報データベース作成の具体的な手）！｜買としては

(1) データベース・ソフトのひとつである R:BASE に，発掘区や文献データベース，お

よぴ遺構の種類ごとのデータベースを作成した。

(2) データベースの項目は，遺構番号，遺構の時期，関連文献など共通なものと，遺構の
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方位などデータベースごとに違うものを設定した。例えば道路などはその方位，検出

幅，などの項目を追加し，議などではさらに傾斜の方向，底のレベルなどを迫加し，文

字情報からなる遺構のデータベースを作成した。

4 地理情報システムについて

地理情報システム（Geo 耳目phic Information System ）は，本来は地表におけるさまざま

な現象を数値化して空間的，地理的にとらえるシステムである。地理的空間を数値化した

常聞のデータ・モデルには，国士の自然条件（海岸線，地形など），社会・文化条件（行

政界，土地利用，交通路，集落など）などがある。この空間データ・モデルには，位置や

形状のみならず，両｛象・統計・丈献などの情報を含む。このため，地理情報システムの空

間データ・モデルは地図を作成すると同時に分析する機能をもち，単一なる地図の図化シス

テムと本質的に異なったものであり その検索機能も単なるキーワード検索を越えるもの

である。

このため，地理情報システムは，地理学の分野だけでなく，施設管理，都市計画支援シ

ステムなど，空間データと非空間データを取り扱う分野に利用範聞が広がった。本稿で構

築を試みた遺構データベースもこの延長線上にあり，空間データ・モデルからなる図形情

報データベースと，属性データからなる文字情報データベースの一体化をはかり，遺跡の

分析の新たな方法を模索するものである。ここでは，現在，パーソナル・コンピュータ上

で動作可能な地理情報システムに類する機能を持つ Auto CAD (Release 12J 版）をケー

ス・スタディとして取り上げ，地理情報システムの可能’性を探った。

Auto CAD は元来，その仕様が公開されており，多くのユーザーがその使用法を工夫し

たことから，図形処理のプラットフォームとして使われ，素材型の CAD と言われてき

た。このプラットフォームとしての Auto CAD には， SQL (Structured Query Language 

構造化問い合わせ言語）に対！必したデータベースを連結できる拡張機能である ASE

(Auto CAD SQL Exetention ）が用意されている。この拡張機能を利用すると，おもだっ

たデータベースの文字情報と， Auto CAD の図形情報データを連結することができ，単な

る図而ではなく，データベースに支援された図面として取り扱えるようになる。すなわ

ち， CAD に入力した遺跡や遺構の図形情報に，その遺跡や遺構の時期や方位などの文字

情報を連動させながら，双方向に検索，表示することができる。
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図31 遺跡、データベースの概念図
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図32 遺構データベースの背景画像

図34 発掘区の文字情報
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図35 教養部構内AP22区の

遺構の文字情報

図36 検索結果を点線で表示

図37 溝 SD IO と推定築地中心線
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図38 街路に関する文献情報の表示

図39 検索結果を点線で表示

図40 白河の条坊地割復原図
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遺跡のデータベ←スを用いた条坊地割の復原

この拡張機能 ASE は，具体的には，

(1）従米の CAD では図形にともなう属性データが，その属性値を凶形データと共に持つ

のに対し， ASE は連結情報のみを持ち，データは外部のデータベース・ファイルを参

照する。このため属性数が多くなっても， CAI 】の応答性やデータ容量には影響ない。

(2) 文字情報や図形情報の修正は，各々，データベース・ソフトと CAD 上で単独に行え

る。さらに，図形情報と文字情報を連結した後でも，データベース・ソフトまたは

CAD 上での編集結果を，データベースに反映させることができる。図形情報と文字情

報は，どの時点でも連結しており，それぞれの編集は即座に双方向に伝えられる。

などの特徴をもっ。こうした特徴を利用して，白河の条坊地割の遺構データベースを作成

し，地理情報システムの布一効性を検証した。具体的には，

(1) 図形情報として Auto CAD に入力した現在の街区や字境界，そして医画整理や字の

統合が進められていない昭和初期の字境界を，両層を分けて管理し，背景画像として必

要に応じて表示できるようにした（同32 ）。

(2 ）文字情報データベースと同形情報データベースとを， Auto CAD の拡張機能 ASE を

用いて，連結した O データベースの連結は，遺構番号をキ一項目として定義し，この

キ一項目を介しておこなった。これより条件の一致する遺構だけを図示したり，図の中

で指示した図形の丈字情報を表示するなど，｜ヌl形情報とその属性である丈字↑吉報の間を

双方向の検索が可能となった（岡34-36 ）。

5 遺構データベースを用いた条坊地割の復原

次に，地理情報システムを用いて作成した白河の条坊地割に関連する遺構データベース

を用いて，条坊地割の復原を試みた。遺構データベースをもとに，遺構の時期，種類，方

位などを条件として検索した結果を図示し，さらに条坊地割の展開過程や廃絶過程，条坊

地割の方伎や造営尺などを CAD で表示した図から読み取れるか否かを検証した。背景

両像の現在の画層や，新旧の字境界の消去と表示を試行し，重量表示した検索やシミュ

レーション結果を見ながら，遺構に関連する丈字情報を利用した各種の検索を実行し，こ

のシステムの有効性を検証した（図34-39 ）。

さらに， CAD 拡大，縮少， i断層の重ね合わせ機能などを用いて，条坊の復原案を作成

し，コンピュータの画面の中で重ね合わせて，復原案の方位や造営尺を検証し，復原を試

みた。細部については，プロッターで拡大して作図し，検討をおこなった（凶40 ）。
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以上のような作業を試験的に進めながら，遺構データベースのあり方を模索した。時間

的制約もあり，白河の条坊地割りに関連する遺構をすべて入力することはできなかった

が，こうしたシステムが遺跡データベースとして，情報を共有したり，検索の手段とし

て，情報管理に利用できるだけでなく，遺跡の復原や，視覚化にも有効であることが判明

した。

遺跡のデータベース以外にも，既存の実測岡面の実測範囲や，写真の撮影範囲や位置な

どを入力し，実測阿や写真のデータベースを構築するなど，広い範囲に応用できる可能性

をもっ O

また， CAD に連結するレンダリング・ソフトやマッピング・ソフト，そして 2 次元画

像処理ソフトを用いれば，より写実的な復原も可能で、あり 遺跡、の復原に様々な可能性が

生まれる。こうした復原の表現方法について，今後の課題としたい。

なお，本稿は文部省科学研究費 一般研究（ C ）補助金（課題番号： 04805062 ，課題．

「地理情報システムを用いた白河の条坊地割の復原的研究」）の交付を受け，研究活動を

行った成果の一部である。本稿をまとめるにあたっては，制パスコ技術開発室の長谷川博

幸氏， Projections Mapping Group Inc. の W 出iam Mel 何回ie 氏には技術情報を提供頂い

た。心より感謝申し上げる次第である。
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